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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 3,041 41.3 408 ― 449 727.5 229 775.0
21年12月期第3四半期 2,151 ― 14 ― 54 ― 26 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 39.14 ―

21年12月期第3四半期 4.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 9,589 7,206 75.1 1,230.82
21年12月期 8,355 7,070 84.6 1,200.86

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  7,206百万円 21年12月期  7,070百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
22年12月期 ― 0.00 ―

22年12月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,200 38.4 460 408.4 490 248.3 270 227.7 46.01



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  6,392,736株 21年12月期  6,392,736株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  537,968株 21年12月期  504,488株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  5,872,482株 21年12月期3Q  5,889,048株
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当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景

に、輸出の緩やかな増加や企業収益の改善及び設備投資の下げ止まりなど、景気回復の兆しが見られたも

のの、円高の伸展や株価の低迷に加えて雇用情勢に厳しさが残るなど、依然として厳しい状況が続きまし

た。 

また、アメリカ・ヨーロッパを中心とした景気の下振れ懸念、金融資本市場の変動やデフレの影響な

ど、景気を下押しするリスクや雇用情勢の悪化懸念が残る中、世界経済も不透明な状況が続きました。 

当グループにおきましては、このような状況下にあって、国内外における積極的な営業活動の結果、中

国の旺盛な設備投資需要や省エネ・環境関連設備需要に注力し、受注高は5,205百万円（前年同四半期比

228.4％増）、受注残高は4,382百万円（前年同四半期比149.4％増）、生産高は3,215百万円（前年同四半

期比69.6％増）となり、受注環境・生産活動とも順調に推移しました。 

当第３四半期連結累計期間の当グループの営業成績といたしましては、受注獲得が順調なことから、売

上高はほぼ計画通り3,041百万円（前年同四半期比41.3％増）となりました。また、利益面につきまして

は、売上高の順調な増加と生産活動の効率化などによる原価率改善に加え、適格退職年金制度から確定給

付企業年金制度への移行に伴う退職給付費用の減額により、営業利益は、前年同四半期比393百万円増の

408百万円、経常利益は449百万円（前年同四半期比727.5％増）となり、四半期純利益は229百万円（前年

同四半期比775.0％増）となりました。 

  

当グループは、モーター用巻線設備の開発、設計、製造、販売を行っており、事業の種類別では一つの

セグメントに属しております。従いまして、事業の種類別セグメント情報の開示は行っておりません。 

なお、当グループの所在地別セグメント業績は、次のとおりであります。 

 日本（当社及び国内連結子会社1社）での売上高は2,880百万円（前年同四半期比47.7％増）、北米（在

外連結子会社1社）での売上高は160百万円（前年同四半期比20.5％減）となりました。また、当グループ

の海外売上高の合計は1,633百万円で、連結売上高に占める海外売上高の割合は53.7％となりました。 

  

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて18.2％増加し、8,182百万円となりました。これは主

に、有価証券（譲渡性預金）が900百万円、商品及び製品が113百万円及び仕掛品が406百万円増

加し、未収還付法人税等が 91百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、1,406百万円となりました。この結果、

資産合計は、前連結会計年度末に比べて14.8％増加し、9,589百万円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて133.5％増加し、1,965百万円となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金が235百万円、未払法人税等が251百万円及び前受金が596百万円それぞ

れ増加したこと等によるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.8％減少し、417百万円となりました。この結果、負

債合計は、前連結会計年度末に比べて85.5％増加し、2,383百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.9％増加し、7,206百万円となりました。これは主

に、四半期純利益等の計上による利益剰余金170百万円の増加と、自己株式を21百万円取得した

こと等によるものであります。 

  

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前

連結会計年度末に比べ169百万円（22.3％）増加し、931百万円となりました。  

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ256百万円（47.9％）増加し、791百万

円となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益444百万円、仕入債務の増加

額240百万円及び前受金の増加額596百万円等であります。また、支出の主な内訳は、たな卸資

産の増加額530百万円等であります。 

  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ570百万円（51.5％）減少し、538百万

円となりました。収入の主な内訳は、定期預金の満期払戻し（純額）400百万円等でありま

す。また、支出の主な内訳は、有価証券（譲渡性預金）の取得・償還による純支出900百万

円、有形固定資産の取得による支出36百万円等であります。 

  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ36百万円（31.0％）減少し、80百万円

となりました。主な内訳は、自己株式の取得による支出21百万円、配当金の支払額58百万円等

であります。 

  

業績予想については、現在のところ概ね計画通りに推移していることから、平成22年８月６日に公表

した業績予想に変更はありません。この予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想値と異なる可能性がありますので、ご理解

下さい。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,728,707 1,958,869

受取手形及び売掛金 478,351 455,031

有価証券 4,262,551 3,362,473

商品及び製品 394,555 281,283

仕掛品 1,009,381 602,710

原材料及び貯蔵品 40,307 31,020

未収還付法人税等 － 91,550

繰延税金資産 200,798 124,071

その他 72,856 15,724

貸倒引当金 △4,612 △408

流動資産合計 8,182,897 6,922,327

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 835,299 834,952

減価償却累計額 △633,475 △620,572

建物及び構築物（純額） 201,824 214,379

機械装置及び運搬具 653,350 646,964

減価償却累計額 △543,421 △527,995

機械装置及び運搬具（純額） 109,928 118,969

工具、器具及び備品 304,162 302,555

減価償却累計額 △274,533 △281,677

工具、器具及び備品（純額） 29,628 20,878

土地 743,966 748,950

有形固定資産合計 1,085,347 1,103,177

無形固定資産

ソフトウエア 9,871 6,759

ソフトウエア仮勘定 20,019 10,694

電話加入権 2,179 2,179

無形固定資産合計 32,071 19,633

投資その他の資産

投資有価証券 108,094 136,397

前払年金費用 14,967 －

繰延税金資産 150,130 159,737

その他 15,839 14,613

投資その他の資産合計 289,033 310,748

固定資産合計 1,406,452 1,433,559

資産合計 9,589,350 8,355,887
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 683,056 447,182

短期借入金 1,216 1,200

未払金 61,510 54,993

未払法人税等 252,495 1,314

前受金 801,776 205,347

賞与引当金 94,634 21,455

アフターサービス引当金 41,986 32,602

その他 29,277 77,883

流動負債合計 1,965,953 841,979

固定負債

長期借入金 428 1,372

繰延税金負債 1,150 1,975

退職給付引当金 115,415 183,356

役員退職慰労引当金 300,231 256,217

固定負債合計 417,226 442,921

負債合計 2,383,180 1,284,901

純資産の部

株主資本

資本金 1,250,816 1,250,816

資本剰余金 1,580,813 1,580,813

利益剰余金 4,985,172 4,814,185

自己株式 △420,252 △398,878

株主資本合計 7,396,549 7,246,937

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 20,277 29,960

繰延ヘッジ損益 75 －

為替換算調整勘定 △210,732 △205,911

評価・換算差額等合計 △190,378 △175,951

純資産合計 7,206,170 7,070,986

負債純資産合計 9,589,350 8,355,887
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,151,756 3,041,041

売上原価 1,588,049 2,058,341

売上総利益 563,706 982,700

販売費及び一般管理費 548,837 574,022

営業利益 14,868 408,677

営業外収益

受取利息 20,252 12,309

受取配当金 1,544 21,779

為替差益 － 208

助成金収入 14,269 －

その他 4,283 7,279

営業外収益合計 40,349 41,577

営業外費用

支払利息 107 63

為替差損 731 －

自己株式取得費用 － 210

その他 － 0

営業外費用合計 839 274

経常利益 54,378 449,981

特別利益

固定資産売却益 － 1,154

投資有価証券売却益 － 2,127

貸倒引当金戻入額 1,054 －

特別利益合計 1,054 3,282

特別損失

固定資産売却損 41 －

固定資産除却損 10 218

投資有価証券評価損 － 3,676

たな卸資産評価損 10,184 －

減損損失 578 4,488

その他 － 53

特別損失合計 10,814 8,436

税金等調整前四半期純利益 44,617 444,826

法人税、住民税及び事業税 47,965 278,127

法人税等調整額 △29,619 △63,169

法人税等合計 18,345 214,958

四半期純利益 26,272 229,868

㈱小田原エンジニアリング（6149）平成22年12月期 第３四半期決算短信

－7－



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 44,617 444,826

減価償却費 60,573 52,718

投資有価証券売却損益（△は益） － △2,127

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,676

固定資産売却損益（△は益） 41 △1,154

固定資産除却損 10 218

たな卸資産評価損 10,184 －

減損損失 578 4,488

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,188 △67,941

前払年金費用の増減額（△は増加） － △14,967

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,050 44,014

賞与引当金の増減額（△は減少） 47,221 73,179

アフターサービス引当金の増減額（△は減少） △4,124 9,446

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,054 4,204

受取利息及び受取配当金 △21,796 △34,089

支払利息 107 63

売上債権の増減額（△は増加） 1,098,193 △23,597

たな卸資産の増減額（△は増加） 318,064 △530,607

仕入債務の増減額（△は減少） △292,137 240,681

未払金の増減額（△は減少） △32,570 △2,101

前受金の増減額（△は減少） △333,305 596,982

その他 △28,232 △102,579

小計 881,234 695,334

利息及び配当金の受取額 16,821 30,934

利息の支払額 △108 △65

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △362,666 65,534

営業活動によるキャッシュ・フロー 535,280 791,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △400,000 400,000

有価証券の取得による支出 △3,050,000 △3,550,000

有価証券の償還による収入 2,400,000 2,650,000

有形固定資産の取得による支出 △53,906 △36,367

有形固定資産の売却による収入 0 2,623

無形固定資産の取得による支出 △6,526 △14,134

投資有価証券の売却による収入 － 13,106

投資有価証券の取得による支出 △966 △799

長期貸付けによる支出 － △5,500

長期貸付金の回収による収入 2,224 2,738

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,109,174 △538,333

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 955 －

長期借入金の返済による支出 △698 △901

自己株式の取得による支出 △736 △21,374

配当金の支払額 △116,688 △58,565

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,168 △80,841

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,789 △2,647

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △706,851 169,915

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,262 761,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 948,411 931,259
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日)及び当第３四半期連結累計期

間(自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日) 

当グループは、モーター用巻線設備の開発、設計・製造、販売を行っており、事業の種類別では一つ
のセグメントに属しております。従いまして、事業の種類別セグメント情報の開示は行っておりませ
ん。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域 

北米－米国 

３ たな卸資産については、当第１四半期連結会計期間より、主として個別法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これにより、従来の方法によ

った場合に比べて日本における営業利益が2,160千円減少しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域 

北米－米国 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 1,949,852 201,904 2,151,756 ― 2,151,756

 (2) セグメント間の内部売上高又は 

振替高
33,768 ― 33,768 (33,768) ―

計 1,983,620 201,904 2,185,524 (33,768) 2,151,756

  営業利益又は営業損失(△) 330,607 △14,029 316,577 (301,709) 14,868

日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 2,880,584 160,456 3,041,041 ― 3,041,041

 (2) セグメント間の内部売上高又は 

振替高
11,318 2,691 14,009 (14,009) ―

計 2,891,903 163,147 3,055,051 (14,009) 3,041,041

営業利益又は営業損失（△） 731,433 △17,663 713,769 (305,091) 408,677
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前第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米 －米国、メキシコ、カナダ 

アジア－中国(香港を含む)、台湾、タイ、インドネシア、韓国 

その他－ブラジル、スロベニア、スロバキア 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米 －米国、メキシコ 

アジア－中国（香港を含む）、韓国、タイ、台湾、インドネシア 

その他－ドイツ、スロベニア、ブラジル 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

〔海外売上高〕

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 248,631 1,110,121 68,947 1,427,700

Ⅱ 連結売上高(千円) 2,151,756

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

11.6 51.6 3.2 66.4

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 156,510 1,390,810 86,550 1,633,872

Ⅱ 連結売上高(千円) 3,041,041

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

5.2 45.7 2.8 53.7

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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